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○

御

案

内

七

月

二
十

七

日

（
金

）

十

　
時

半

入

館

可

、

正

午

～

午

後

二
時

半

参

議

院

議

員

会

館

一
階

一
〇

二
会

議

室

講

題

ト

ラ

ン
プ

と

ア

メ

リ

カ

の
将

来

！

講

師

浅

海

保

先

生

（
順

天

堂

大

学

特
任

教

授

、

読

売

新

聞

東

京

本

社

元

編

集

局

長

・
同

グ

ル

ー

プ

副

主

筆

）

◎

一
昨

年

、

ト

ラ

ン
プ

氏

の
大

統

領

当

選

が

決

ま

っ
た

時

、

日

本

入

は

こ

の
人

物

に

つ
い

て

の
情

報

が

な

か

っ
た

の

で
、

記

者

時

代

に

ワ

シ

ン

ト

ン
支

局

に
お

ら

れ

、

カ

リ

フ

ォ

ル

ニ
ァ
州

立

大

学

大

学

院

講

師

も

さ

れ

、

そ

し

て

読

売

新

聞

東

京

本

社

の
編

集

局

次

長

か

ら

編

集

局

長

兼

副

主

筆

を

も

務

め

ら

れ

、

特

に

ア

メ

リ

カ

通

で
知

ら

れ

た

浅

海

保

（
た

も

つ
）

先

生

に

、

ト

ラ

ン
プ

な

る

人

物

に

つ
い

て

の
分

析

を

お

願

い
し

た

。

そ

の

と

き

、

浅

海

先

生

は

、

ト

ラ

ン
プ

を

デ

ィ

ー

ル

（
駆

け

引

き

）

に
長

け

た

人

物

と

し

て
、

ト

ラ

ン
プ

政

権

に

よ

る
向

後

の
国

際

情

勢

を

分

析

さ

れ

た

。

そ

れ

が

、

見

事

に
当

た

っ
て

き

て

い
る

。

六

月

十

二

日

の
米

朝

首

脳

会

談

を

見

て
も

そ

う

だ

し

、

ま

た

、

世

界

に
む

け

て
、

鉄

鋼

・
ア

ル

ミ

ニ
ウ

ム

に

つ

い

て

二

十

五

％

の
関

税

を

課

す

の
を

は

じ

め

、

そ

の
貿

易

戦

争

は

傍

若

無

人

で
、

世

界

中

を

困

惑

さ

せ

て

い
る

。

そ

う

し

た

予

想

外

の
横

紙

破

り

の

ト

ラ

ン
プ

氏

に
、

日
本

は

ど

う

対

処

し

て

行

け

ば

よ

い

の
か

、

そ

れ

は

ま

た

ト

ラ

ン
プ

政

権

で

ア

メ

リ

カ

自

体

が

ど

う

な

る

の
か

？

御

講

話

を

い

た
だ

き

ま

す

。

奮

っ
て

の
御

参

加

を

！

（
清

原

記

）

口

当

日

会

費

（
昼

食

付

き

）

会

員

は

三

千

円

、

非

会

員

五

千

円

。

公
益 案

§内

莫、

昧

竃
詩

 

貴

方

様

の

F

A

X

メ

ー

ル

葺

言

‥＼
≧

亘

、
ξ

o
毒

ご

竺
く巴

も

二

言

 

（
い
ず

れ

か

に
○

印

を

）

電

話

O
ω
－
ω
m
°。
一
⊥

二

N

m
＞
×

O
ω
1
ω
9

ぺ
ー
○。
m
口◎
ぺ

当

日

連

絡

先

O
°。
O
－
°。
。。
ω
？

O
N
O
ω

重

田

O
c。
O
－
鵠

鵠

志

留

O

高

津

（
メ
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・
通

話
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み

）

▽

七

月

二
十

五

日

（
水

）

ま

で

に
出

欠

の
御

連

絡

賜

り

た

く

。

 

◎

御

報

告

去

る

六

月

十

二

日

に

シ

ン
ガ

ポ

ー

ル

に

て
開

催

さ
れ

た

米

朝

首

脳

会

談

は

、

事

前

に

は

、
北

朝

鮮

の
非

核

化

、

そ

れ

も

、

三
兀
全

に
し

て

検

証

可

能

で
、

か

つ
不

可

逆

的

な

非

核
化

（
C

V

I

D

）

を

譲

ら

な

い

」

と

し

て

い
た

ト

ラ

ン
プ

大

統

領

が

圧

倒

的

優

位

と

見

ら

れ

て

い

た

の

に

反

し

、

そ

の
共

同

声

明

で
は

単

に

「
完

全

な

非

核

化

」

そ

の
非

核

化

も

「
で
き

る

限

り

早

い
時

期

に

」

と

す

る

に
留

ま

り

、

日
本

が

切

望

し

て

い

た

「
拉

致

家

族

の

返

還

」

は

盛

り

込

ま

れ

ず

、

た

だ

、

北

朝

鮮

の
主

張
す

る

「
体

制

の
安

全

保

障

」

が

目

立

っ
た

こ
と

か

ら

、

「
金

正

恩

の

力

量

？

」

が

世

界

か

ら
注

目

さ

れ

た

。

そ

こ
で

、

古

く

か

ら

北

朝

鮮

問

題

専

門

家

と

し

て
知

ら

れ

た

重

村

智

計

先

生

（
早

稲

田

大

学

名

誉

教

授

）

に
、

「
金

正

恩

の
力

量

？

と

、

日
本

の
今

後

の
対

応

！

」

と

題

し

、

六

月

二
十

五

日

（
月

）

に
御

講

話

い

た

だ

い

た

。

そ

の
御

講

話

は

広

範

・
詳

細

に

わ

た

っ
た

が

、

そ

の
要

旨

を

述

べ

る

と

、

ま

ず

、

金

正

恩

は

、

シ

ン
ガ

ポ

ー

ル

へ
中

国

の
要

人

専

用

機

で
到

着

し

た

。

こ
れ

に
対

し

て

、

北

朝

鮮

に
長

距

離

旅

客

機

が

な

い

と

か

中

国

の
後

ろ

楯

を

誇

示

す

る

た

め

と

か

評

さ

れ

た

が

、

そ

の

一
番

の
理

由

は

、

北

朝

鮮

国

内

の

ク

ー

デ

タ

を

防

ぐ

た

め

で
あ

る

。

ま

た

、

金

正

恩

は

冒

頭

に
、

「
私

た

ち

の
足

を

引

っ
張

る

過

去

が

あ

り

」

と

言

っ
て

い

る

が

、

そ

の
意

味

は

、

「
そ

う

し

た

考

え

を

持

つ
軍

人

た

ち

を

抑

え

る

の
が

大

変

だ

っ
た

」

こ

と

を

意

味

し

て
お

り

、

「
誤

っ
た

偏

見

と

慣

行

が

、

時

に
目

と

耳

を

塞

い

で

い

た

」

と

言

う

の
は

、

自

国

内

で

「
ア

メ

リ

カ

帝

国

主

義

者

が

北

朝

鮮

を

滅

ば

そ

う

と

し

て

い

る

と

い
う

国

内

認

識

が

支

配

し

て

い

た

」

こ
と

を

意

味

し

て

い

る

、

と

解

説

さ

れ

た

。

さ

ら

に
、

重

村

先

生

は

、

「
米

朝

共

同

声

明

の
ポ

イ

ン
ト

」

「
米

朝

会

談

の
真

の
意

味

」

「
金

正

恩

の
能

力

」

「
こ
れ

か

ら

何

が

起

こ

る

か

」

に

つ
い

て
、

詳

細

に
分

析

・
解

説

さ

れ

、

大

層

勉

強

に

な

り

ま

し

た

。

ま

た

、

そ

の
後

の
質

疑

応

答

も

盛

ん

で
し

た

。

（
清

原

記

）

▽

当

「
公

益

財

団
法

人

協

和

協

会

」

と

は

昭

和

四

十

九

年

、

岸

信

介

元

総

理

に

よ

っ
て
創

立

さ

れ

た

財

団

。

活

動

趣

旨
は

、

「
政

党

・
派

閥

・
利

害

・
打

算

の
次

元

を

超

え

て
、

真

に
国

家

的

課

題

を

調

査

研

究

し

、

特

に
重

要

課

題

は

、

政

府

宛

要

請

書

を

作

っ
て
、

時

の
政

府

へ
提

出

す

る

」

こ
と

に
あ

る

。

昭

和

五

十

四

年

か

ら

本

格

活

動

に
入

り

、

月

例

講

話

会

の
ほ

か

に

、

八

つ

の
部

会

と

、

五

～

六

の
委

員

会

が

あ

り

、

こ
れ
ま

で

に

百

三
十

七

本

の
要

請

書

を

時

の
政

府

に

提

出

し

て

い

る
。

第

二
代

会

長

は

福

田

越

夫

元

総

理

、

第

三
代

会

長

は

櫻

内

義

雄

元

衆

議

院

議

長

、

第

四
代

会

長

は

塩

川

正

十

郎

元
財

務

大

臣

、

第

五

代

会

長

代

行

と

し

て

、

江

口

一
雄

元

衆

議

院

議

員

、

現

在

、

第

六

代

は

代

表

理

事

兼

会

長

代

行

と

し

て
、

岸

信

夫

衆

議

院

議

員

・
前

外

務

副

大

臣

・
現

議

院

運

営

委

員

会

理

事

が

就

任

し

て

い

る
。

▽
事

務

局

電

話

（
0

3

）
3

5

8

1

－

1

1

9

2

代

表

理

事

兼

専

務

理

事

・
清

原

淳

平

、

総

務

重

田

、

高

津


